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広島市の水質管理体制と水道水の安全性について 

 
広島市水道局技術部水質管理課 

 

１ 水源からじゃ口までの水質管理 

広島市水道局では、安全でおいしい水をお客さまにお届けするため、水源、浄水場、

各家庭のじゃ口などで水質検査を定期的に行って、水質管理に万全を期しています。 

 

水源からじゃ口までの水質管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浄水方法の全体図 

 

水道水は、河川から

取水した水や地下水な

どが浄水場で浄化・消

毒され、水質基準に適

合する水となったもの

です。 

広島市水道局の主要

浄水場（高陽浄水場、

緑井浄水場、牛田浄水

場）では、太田川から

取水した水に凝集剤を

注入し、濁りなどの成

分をかたまり（フロッ

ク ） に し て 沈 で ん さ

せ、さらにろ過池の砂

層でこしてきれいにし

ています。 
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２ 塩素消毒 

水道水は、水系感染症（赤痢、コレラなど）予防のため、塩素で消毒しています。塩

素の濃度は、じゃ口から出た時点で 0.1mg/㍑以上検出されなければなりません。これ

は、水道法施行規則で定められた衛生上必要な措置です。 

水道水に含まれる塩素の量はごくわずかで、飲んでも直ちに口の中で中和されるため、

健康上の影響はありません。 

 

３ 広島市の水源 

広島市の水源である太田川中流域は、昭和 60年に「名水百選」に選ばれています。 

上流地域に平野部が少なく住宅地や工場などが少ないため、河川の汚濁指標である

生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）を見ると、下図のとおり水質は良好な状態を保っていま

す。 

※ 河川は、ＢＯＤが 1mg/㍑以下であれば非常にきれいであるとされています。 

 

４ 取水場・浄水場での監視 

広島市水道局では、取水場・浄水場に自動監視装置（魚類自動監視装置、油膜検知

装置、水中油分自動監視装置）を設置し、有害物質の混入等による水源汚染に対して

24時間連続監視を行っています。 

    

 

 

 

 

 

 

 

魚類自動監視装置 
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水中油分自動監視装置           油膜検知装置 

 

５ 水質検査 

広島市水道局では、水源 8 か所、浄水場 8 か所、じ

ゃ口 87 か所で定期的に水質検査を実施しています。

また、市内 6 か所に水質監視モニター装置を設置して

色・濁り・残留塩素などの 24 時間連続監視を実施し、

水道水の安全性を確認しています。 

水道水の水質検査では、微生物から化学物質まで多種

多様にわたって極微量レベルの測定が求められます。こ

のため、広島市水道局では専門の検査部門を設置し、高

性能の分析機器を整備するとともに、高度な分析に対応

できる技術者を配置しています。さらに、厚生労働省が

行う全国統一試料による精度管理に参加するとともに、

水 道 水 質 検 査 優 良 試 験 所 規 範 （ 水 道 Ｇ Ｌ Ｐ ： Good 

Laboratory Practice ）の認定を取得（平成 18 年 12 月

19 日）し、より一層信頼される検査体制の確立を図っ

ています。 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水質監視モニター装置 

イオンクロマトグラフ分析計による塩化物

イオン等の検査 

 

 

液体クロマトグラフ質量分析計による

フェノール類等の検査 
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広島市水道局の浄水場系統と水質検査の場所 
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６ 水道水に関する基準 

水道法第 4 条には、水道水の要件がつぎのとおり規定されています。 

１）病原生物に汚染又は病原生物に汚染されたことを疑わせるような生物もしくは物質

を含むものでないこと。 

２）シアン、水銀その他の有害物質を含まないこと。 

３）銅、鉄、フッ素、フェノールその他の物質をその許容量を超えて含まないこと。 

４）異常な酸性又はアルカリ性を呈しないこと。 

５）異常な臭気がないこと。ただし消毒による臭味を除く。 

６）外観は、ほとんど無色透明であること。 

これに基づいて 51 項目の

水質基準が定められています

が、このうち 31 項目は人の

健康に影響を与える項目、残

り 20 項目は生活利用上支障

を及ぼす恐れのある項目に分

類されます。 

また、将来にわたって水道

水の安全性を確保するため、

水質管理上留意すべき項目と

して水質管理目標設定項目

（26 項目）が設定されていま

す。この中の農薬類には、

118種類があります。 

広島市水道局の定期検査

結果は、全て基準に適合し

ており、安心して水道水を

ご利用いただけます。 

これらの水質検査結果は、

３か月ごとにホームページ

上で公表しています( 右図) 。 

 

 

 

 

 

※ 広島市水道局ホームページアドレス http://www.water . city.hiroshima.jp/  

 

 

ここをクリック 

してください。 
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○ＢＯＤとは？ 

生物化学的酸素要求量といわれ、水中の有機物を栄養源として微生物が増殖・

呼吸するときに消費される酸素の量を示します。水質汚濁を示す代表的な指標です。 

 

○１㎎/ ㍑ってどれくらいの量？ 

皆さまのご家庭のお風呂に水を張り（約 200 ㍑）軽くひとつまみ程度（約 0.2

ｇ）の食塩を溶かした場合、食塩の濃度が 1mg/㍑になります。 

 

○軟水・硬水とは？ 

水に含まれるカルシウムやマグネシウムなどのミネラル分を炭酸カルシウムに換

算したものを硬度といい、一般的に、硬度が 100mg/㍑未満を軟水、100mg/㍑以上を

硬水と呼んでいます。日本の水は軟水が多く、日本人は軟水を好む傾向がありま

す。 

広島市の水道水は、硬度が概ね 10～25mg/㍑程度ですので、軟水になります。 

軟水及び硬水には、それぞれこのような特徴があります。 
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